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えむネットというネットワークができて 3 年目を迎えました。少しずつ南十勝の先生方からお声かけ頂き、つながること

ができているように感じています。今年研修会の講師依頼をたくさんいただき、各校の先生方が学びを深め児童生徒の

ために何かしたいという強い思いを感じることができました。そのような貴重なお時間を共に過ごさせて頂いたことに感

謝の気持ちでいっぱいです。次年度もよろしくお願い致します。 

 

大樹高校の職員研修会 令和 4年8月 29日「進路指導について～中札内高等養護学校の進路指導の進め方より～ 

 

 

 

中札内中学校の職員研修会 令和 4年 12月 8日「ユニバーサルデザインを取り入れた指導・支援」 

 

 

 

広尾高校の教育相談 令和 5年2月 7日 

 

 

 

LGBTQ演習会 令和4年 10月 28日 「LGBTQの生徒と向き合うために」 

 

 

 

 

 

令和４年度 えむネットの活動 

 高校の職員研修に伺いました。熱心に聞いて頂ける先生方の姿を見て、本校職員も刺激を頂いてきました。内容

は進路指導。校種が違うと進路指導も変わってきます。そして療育手帳を持っている生徒への進路指導について

は、学校毎のルールや進め方があります。その難しさの中で、各学校ができることを模索しながらルールとマナーを

守って取り組むことの大切さを改めて確認させて頂きました。 

 

 

えむネットとは 

 南十勝の小・中・高・特が特別な支援が必要な

子どもや保護者、地域をつなぎ、連携することがで

きる組織です。そんな、えむネットを御活用くださ

い。 

 研修会の案内、情報収集、共同学習など様々な

活動を模索していきますのでお気軽にお声かけく

ださい。 
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 学校という組織の中で、色々な課題も多くありますが、すべての人がその人らしくあるために、できる範囲での対

応をしていくことを目的として職員研修を行いました。様々な生き方があること、そして自分と違っても人それぞれで

良いことを確認して、参加した職員は改めて良い学びとなりました。 

 

 

 年度途中の依頼を頂きました。進学や就労を考えたときに、生徒の難しさとなるところについて先生方と一緒に考

えさせて頂きました。高校生として学びを続けていく中で、今まで気づかなかったことや発達の途中で出てきた難し

さと向き合うことは簡単なことではありませんが、今できることを確実に行わなければ、次につながらないと言うこ

とも確認し、1つ 1つの支援を大切に行っていくことを確認することができました。 

 

 

 職員研修の依頼を頂きました。内容は「ユニバーサルデザインを取り入れた指導・支援」という内容でした。すべ

ての生徒が理解の仕方が違ったり個性の中で学習をしていることを理解して、平等ではなく公平な支援ができるよ

うに考えさせられる研修会となりました。何より学校としてすべての生徒をしっかり公正に指導していくという熱意

に、本校の職員も一緒に学ばせて頂いています。 

 

 


